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研究成果の概要（和文）：本研究は、現在最先端の舞台芸術であるコンテンポラリーダンスにとって、作品制
作・後継者養成など、基幹的役割を果たす即興とワークショップの実態を解明し、それによって、コンテンポラ
リーダンスという新たなアートが、バレエやモダンダンスなど、学校教育や劇場プログラムなどにおいて制度化
されている舞踊がもつ制度的・美学的制約を超えて、新たな身体アートとその観客を創成し、かつ、創成し続け
ているメカニズムを、コンテンポラリーダンスにおける国内外の代表者へのヒアリング、また、ワークショップ
実施を通じて、身体技法や美意識、演出方法の創成、稽古場の社会的政治的構造、さらに経済的効果など重層的
な観点から解明した。

研究成果の概要（英文）：In order to clarify the mechanism, with which the “contemporary dance”, 
the most advanced stage art of today, has broken the institutional fetter of the traditional stage 
art, such as classic ballet or modern dance, which is already established in school education or in 
theater programs, to keep creating a new aesthetics of bodily performance and its audience, this 
research project has shed light on the various ways in which the bodily techniques are handed over, 
and a new bodily movement, mise-en-scene or aesthetics emerge in this process, or the sociological- 
and political human relationship, or even economic performance is established in workshop, through 
interviews of the representing leaders of contemporary dance, and also by operating workshops.

研究分野： 舞踊美学、哲学
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出

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
コンテンポラリーダンスにおいて、即興、ワ
ークショップは核心的な意義を持つ。モダン
ダンスやバレエなど既存の身体技法を用い
ず、また、出演者の個別性を表現するため、
多様な背景をもつ出演者を必要とし、出演者
の募集、選抜、育成、訓練のためにワークシ
ョップが、素材創出、作品制作過程において
即興が主な手段としてもちいられるからで
ある。 
 
にもかかわらず、コンテンポラリーダンスに
おける即興、ワークショップについての包括
的な研究は国内外に見られず、その欠を補う
ために本研究を構想した。  
 
２．研究の目的 
(1) コンテンポラリーダンスにおいては、バ
レエやモダンダンスにはない機能を即興と
ワークショップがもつため、そのことを解明
するために、コンテンポラリーダンスの代表
的作家における即興とワークショップの実
態を具体的に分析することによって、コンテ
ンポラリーダンスの本質特性を、作品の表面
上の特徴を超えた、作品制作上演の実質的次
元から把握理解しうることが予想された。そ
れによって、舞踊美学の再構築を行うことが
本研究の第一の目的であった。 
 
(2) 一方、コンテンポラリーダンスは、中学
校におけるダンス必修化が象徴する通り、全
国の教育現場などにおいても活用されてい
る。その効果などを実質的に把握調査し、さ
らに、本研究成果を現場に還元するために、
望ましいワークショッププログラムを構築
することが本研究の第二の目的である。 
 
３．研究の方法 
(1)W.Forsythe,Improvisation Technologies, 
近 藤 良 平 『 か ら だ と 心 の 対 話 術 』、
Keersmaeker, A Choreographer’s Score、
また、C.J.ノヴァック『コンタクト・インプ
ロヴィゼーション』、譲原晶子『踊る身体の
ディスクール』など、身体諸技法や即興、ワ
ークショップについての先行研究やすでに
存在する記述に関する調査分析をおこなっ
た。 
 
(2)その成果を踏まえたうえで、①国内外を
代表するコンテンポラリーダンスの作家、あ
るいはダンサーへの聞き取り、②研究代表者、
分担者による、諸ワークショップへの参与観
察、③即興に関するワークショップの企画運
営を実際に行い、参加者募集・訓練・作品制
作、経済効果における即興とワークショップ
の意味を解明した。 
 
(3)コンテンポラリーダンスにおける即興と
ワークショップの特性を浮き上がらせるた
めに、④日本舞踊、クラシックバレエ、舞踏

などにおける事情を、やはり、ヒアリングや
参与観察、ワークショップ運営によって、ま
た、⑤舞踊以外の場面での即興・ワークショ
ップのあり方と比較するために、写真や美術
などにおけるそのあり方や議論との比較を
試みる。 
 
⑷身体訓練や作品制作・上演のあり方につい
ての事情は、文化的相違があることが予想さ
れるため、日本国内の作家だけではなく、諸
外国の作家やカンパニーにおける即興やイ
ンプロヴィゼーションについても調査分析
する。 
 
⑸上記を踏まえたうえで、望ましいワークシ
ョッププログラムを構築し、実際に運営する。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究においては、文献調査に加え、
1980 年代以来、国内外のコンテンポラリーダ
ンス作家である、W.フォーサイスやピナ・バ
ウシュ、フィリップ・ドゥクフレの各関係者
やカンパニー所属ダンサー、また、伊藤キム
や KENTARO!!、島地保武、鈴木ユキオ、日本
舞踊の花柳基、ワークショップ運営者への聞
き取り調査、コンテンポラリーダンスやクラ
シックバレエ、舞踏などのワークショップへ
の参与観察、運営、美術や写真、地域芸能（「民
俗芸能」）など、他分野におけるそれとの比
較、また、ワークショッププログラムの作
成・実施などをおこない、数多くの事例を蓄
積した。 
 
(2)その結果たとえばスイス、ローザンヌ・
バレエコンクールのコンテンポラリー部門
指導者タマシュ・モリッチのワークショップ
などに見られるように、特定の技法の習得を
目指すバレエなどのワークショップとは異
なり、たとえばクラシックバレエとはまった
く異なる原理にもとづく動きを修得するた
めに、参加者が持っている技法習慣をまず破
壊する試み、参加者ごとに異なる動きを誘発
する条件･状況だけを指定する試み、など、
さまざまな技法をあらかじめ身につけ、ある
いはそもそもダンス技法を持たない参加者
における身体の自発性を解放するさまざま
な工夫が見られ、また、身体の動きを誘発す
る多様な「わざ言語」があることがわかった。 
 
(3)「即興」という概念の理解に関しては、
まさにこの手法をコンテンポラリーダンス
に取り入れた第一人者であるピナ・バウシュ
のダンサーが、バウシュにおける即興性を否
定するなど、ダンサーや作家によって理解に
大きなバラツキがあることがわかった。「即
興」が、思考を媒介しない、時間をおかない
即時性、などを連想させるためであり、逆に、
彫刻や絵画などにおける「即興性」とはなに
か、などが問題となった。とはいえ、「振付」
と訳される「Choreography」が元来、また語



源上も「記譜法」を意味するのに対し、
「 Improvisation 」 は 、「 予 見 不 可 能 性
（in-providere）」を意味し、それゆえ、音
楽演奏や舞踊のように、あらかじめ作家の指
示があって行われるのが普通であるような
ジャンルにおいて、予備的指示がない実演が、
特殊なものとみなされて即興とよばれるの
であり、したがって、実演にいたる時間の多
寡や知的思考の有無は非本質的であること
が明らかになった。バレエやモダンダンスに
対して、ユニットや作家、作品ごとに新たな
身体動作や美意識を見いださなければなら
ないコンテンポラリーダンスにとって即興
が核心的な意義を持つ理由、メカニズムがこ
うして明らかになった。 
 
(4) 公演機会や観衆の多いバレエ、公的支援
が日本においても充実しているモダンダン
スと比べ、公演機会も助成もすくないコンテ
ンポラリーダンスの作家にとって、大規模な
組織や会場を必要とせず、また、比較的安価
に行われるワークショップは、生計を営む上
でも重要だが、現実に実行するためにかかる
経費、参加するダンサーの支払い能力、ワー
クショップ指導者への手当との間には、大き
なギャップがあり、経済的効果という観点か
らは大きな問題があることがわかった。 
 
(5)以上の観察分析の結果、バレエは既存の
パの多様な変形・創出によって成立し、した
がってそれを体系的に教授する学校、長年の
教育を受けたダンサー集団と切り離せない
バレエ、作家ごとに固定したメソード、それ
を教えるスクールと固定したダンサー集団
によるモダンダンスに対して、技法の多様性
や技法のない身体すら容認するコンテンポ
ラリーダンスは、カンパニーダンサーの流動
性が高く、ユニットすら生成消滅し、むしろ
プロダクションごとに出演者が変わり、学校
やスクールの存在とは相容れないだけでな
く、逆に、固定した技法・場所・人脈はもた
ず、出演者、観客など、多様な参加者が多様
なままに、相互に作用しあうなかで、絶えず
新たな美意識や技法、作品が生まれるような
システムがコンテンポラリーダンスである
ことが明らかになった。この点から、逆に、
コンテンポラリーダンスがその生誕地であ
る日本や西欧を超えて、アジア、アフリカ各
地など全世界的に散布した「ワールドダン
ス」化が進行することの必然性も理解しうる。 
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